
宇陀市
室生寺門前および室生口大野駅周辺地区

まちづくり基本構想

1

平成２９年３月

別紙2



目次

2

１．構想の目的等と位置付け-------------------------------------------------------------------- 3
１－１．構想策定の背景と目的--------------------------------------------------------------------------- 3
１－２．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の位置及び区域------------------------------------------- 4
１－３．基本構想の位置付け----------------------------------------------------------------------------- 5

２．対象地区の歴史--------------------------------------------------------------------------- ６
２－１．対象地区の歴史--------------------------------------------------------------------------------- 6
２－２．室生口大野駅周辺地区まちづくりの経緯------------------------------------------------------------ 7

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題-------------------------------------------------- 8
３－１．観光面からの課題-------------------------------------------------------------------------------- 8
３－２．交通面からの課題-------------------------------------------------------------------------------- 11
３－３．生活面からの課題-------------------------------------------------------------------------------- 15
３－４．まちづくりの課題図-------------------------------------------------------------------------------- 18

４．まちづくりのコンセプトと基本方針--------------------------------------------------------------------- 20
４－１．コンセプト---------------------------------------------------------------------------------------- 20
４－２．まちづくりの方針---------------------------------------------------------------------------------- 21
４－３．まちづくりの施策体系------------------------------------------------------------------------------ 22
４－４．まちづくり構想図---------------------------------------------------------------------------------- 23



〇室生地域は、奈良県北東部の山間部に位置し、その歴史は古く、伊勢参りが盛んであった江⼾時代には、地域を通る2本の伊勢街道（伊勢
本街道、伊勢表街道）の宿場町として大いに賑わいを⾒せた。世界的に有名な室生寺をはじめ数多くの史跡、国宝・重文級の文化財などが存
在しており、古くから信仰の聖地として多くの人々から親しまれてきた。
〇地域の農林業では、茶、木材や米の生産及び乳牛・肥育牛・採卵鶏の飼育等が⾏われている。

〇人口5,000人余りの小さな地域であるが、若年層を中⼼とした都市部への流出超過等が影響し、人口減少と高齢化が進んでいる。
〇高齢化率は年々上昇傾向にあり、平成22年の37.3％に対して、平成27年には41.5％となっている。世帯数の減少は比較的緩やかであるが、
核家族化、独居高齢者世帯の増加がみられる。

〇本地域は面積の80％を山林が占める林業地帯であるが、経営規模が小さいことから、近年の木材価格の低迷や林業労働者の高齢化・後継
者不⾜により堅調とは言いがたい経営となっている。
〇今後は若年層の減少に対し、移住・定住の促進や雇⽤の場の確保、⼦育て⽀援をはじめとする少⼦化対策、高齢者の生きがいづくりなど、包
括的な活性化に向けたまちづくりを進めていくことが望まれる。

〇こうした状況を踏まえ、平成27年12月25⽇付けで締結した、奈良県と宇陀市とのまちづくりに関する包括協定書に基づき、「室生寺門前およ
び室生口大野駅周辺地区」を対象として、地域の特性を活かしながら市全体の利便性を向上させ、地域の活性化につなげるための【まちづくり基
本構想】を策定することを目的とする。

１．構想の目的等と位置付け
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出典）宇陀市過疎地域⾃⽴促進計画

五重塔（国宝） 金堂（国宝）

室生寺 室生寺門前 山の上のモニュメント
（山上公園）

１－１．構想策定の背景と目的
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〇対象地区である【室生寺門前および室生口大野駅周辺地区】は、室生地域を牽引するエリアであり、人口の集積及び多くの施設
が立地。

〇地区の拠点は、観光客で賑わう「室生寺門前周辺」及び地域の玄関口である「室生口大野駅周辺」。

〇対象区域は、字界、主要道路、東海自然歩道、鉄道等に囲まれた区域。

対象地区は室生寺門前および
室生口大野駅を包含するエリア

対象区域は以下に⽰すとおり、字界、主要道路、東海⾃然歩
道、鉄道、山上公園敷地境界、龍⽳神社等に囲まれた区域
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出典）H22国勢調査（3次メッシュ人口）

本編

１－２．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の位置及び区域

１．構想の目的等と位置付け

【室生口大野駅周辺】
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【室生寺門前】

室生寺山上公園



〇本構想は、上位計画である「宇陀市総合計画・後期基本計画」や「宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を踏まえた基本構想
であるとともに、策定中の「宇陀市都市計画マスタープラン」等と連携・補完するものである。（室生地域は都市計画区域外）

〇また、「地域公共交通網形成計画」などの市計画、「奈良県東部振興基本計画」などの奈良県計画との整合を図るものである。

＜基本構想の位置付け＞

【関連する市計画】
・地域公共交通網形成計画
（H27.4）
・宇陀市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画
（H27〜31年度）等
・健幸都市 ウェルネスシティ宇陀市

宇陀市総合計画
＜基本構想＞平成20〜29年度

＜後期基本計画＞平成25〜29年度

則す

連携

補完

宇陀市まち・ひと・しごと
創生総合戦略
平成27〜31年度

室生寺門前および

室生口大野駅周辺地区

まちづくり基本構想

則す

宇陀市
都市計画マスタープラン（H29.3）

則す

【関連する県計画】
奈良県東部振興基本計画
（H27〜32年度） 等

整合
整合

＜上位関連計画を踏まえた地区の位置付け＞

主な上位・関連計画 室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の位置付け

宇陀市総合計画 • 豊富な森林資源・観光資源を活かして、環境学習等を図り、
また、農林業の活性化、⾃然派志向による定住促進、グ
リーンツーリズム（農山村での滞在型余暇活動）による交
流促進を図るエリア

宇陀市まち・ひと・
しごと創生総合戦略

• 室生寺の賑わいある門前町と室生山上公園の芸術を肌で
感じられるまち

• 室生口大野駅周辺を、賑わいがあり、歩いて楽しく、住み続
けられる、高齢者にも優しいまち

宇陀市都市計画
マスタープラン
（H29.3）

• 室生寺や、大野寺、室生山上公園芸術の森等の豊富な
観光資源を有効活⽤し、人を呼び込み、活⼒あるまち。

• 公有地を有効活⽤した高齢者に優しいまちであるとともに、
本地域の玄関口である室生口大野駅前における公共サー
ビスや観光案内等の拠点。

室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の位置付け

【室生寺門前】
室生地区の観光拠点として、賑わい創出を図るエリア

【室生口大野駅周辺】
室生地区の玄関口として、来訪者の受⼊拠点及び地元住⺠の生活拠点としての機
能整備を図るエリア

室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の役割

【室生寺門前】
室生寺をはじめ、観光資源を多数有
する観光拠点

【室生口大野駅周辺】
室生寺へのアクセス拠点及び地域の生活
拠点

本編

１－３．基本構想の位置付け

１．構想の目的等と位置付け

5



（３）対象地区（室生寺門前及び室生口大野駅周辺）の歴史
● 室生寺参詣者の増加とともに、参詣者をターゲットとした飲食店や宿泊施設などが集積し、室生寺門前地区を形成。
● 室生口大野駅は、昭和5年10月の参宮急⾏電鉄（現在の近畿⽇本鉄道大阪線）榛原〜伊賀神⼾間の開通に伴い開業。
● 大阪方面への通勤通学者や、地域資源である室生寺・大野寺参詣の観光客の増加とともに、駅周辺地区は室生地域の中⼼地として栄え賑わいを増した。
● 平成22年に、天皇皇后両陛下が「平城遷都１３００年記念祝典」へご出席され、奈良時代を象徴する社寺などを数多く巡られた際に、室生寺をご訪問。
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２．対象地区の歴史

（２）旧室生村の歴史
● 旧室生村は、古代より大和と伊勢・東海道を結ぶ伊勢本街道や表街道が通り、⼥人高野室生
寺等多くの社寺、また天然記念物の室生山暖地性シダ群落等、豊かな⾃然と歴史的文化遺産
に富む村であった。

● 縄文後期又は晩期にあたる3〜4千年前から人々が暮らし始めていたことが、数カ所ある縄文人の
遺跡から明らかとなっている。

● ７世紀後半には⾃然集落が営まれていたと思われるが、延久２年（1070年）の『興福寺大和
国雑役免坪付帳』により、荘園の名が初めて確認された。

● 明治21年の「市制」「町村制」公布に伴い、東⾥村・三本松村・室生村が成⽴し、さらに昭和30
年の「昭和の大合併」において、東⾥村・三本松村・室生村の３村が合併し「旧室生村」が発⾜。

●昭和34年の伊勢湾台風により旧室生村も甚大な被害が生じた。

【３次メッシュ】

（１）宇陀市の歴史
●本市は、古くから「古事記」「⽇本書紀」等の歴史書のなかに記載がみられ、神武伝承の舞台として
も知られる。 『⽇本書紀』推古19年5月条に、菟田野（うだのの、現在の宇陀「阿騎野」の地）
に薬猟りを⾏ったという記載があり、これは、資料により確認できる我が国最初の薬猟の記録。

●近世には、大宇陀は城下町として、榛原は伊勢本街道と表街道の分岐点にある宿場町として栄え
た。

●平成18年に、菟田野町・大宇陀町・榛原町・室生村の３町１村が合併して「宇陀市」が発⾜。 対象区域

松
山
街
道

２－１．対象地区の歴史

旧室生村

室生寺
山上公園

室生口
大野駅

資料）室生村ふるさとメモリー

【伊勢湾台風による被災（室生寺付近）の様子】



＜宇陀市室生口大野駅周辺等活性化検討会議報告書（H28.6）の概要＞
【基本方針】：室生口大野駅周辺を拠点とし、地域の賑わい及び活力を創出する

【現状と課題】：・現状少子高齢化に伴う人口減少を受け、バス路線の減少、高校の統合、空き家の進行など、地域活動の存続に対する強い危機感

・課題ハード面…駅前広場の環境改善、ソフト面…交流人口の増加、空き家・空き店舗対策

【検討事項】：下表のとおり

大項目 具体内容
駅前広場の利⽤についての⼟地利⽤
計画

○地域の核となる施設の必要性
・現在のおもてなしステーションの機能を有しながら、観光案内や特産品販売、地域事務所を兼ね、景観・眺望を活⽤しバリアフリー化
にも配慮した複合施設

交流人口を増加させる取組 ○ソフト面での取組（観光ボランティアガイドの設⽴、室生大野まちづくり協議会の取組⽀援）
○既存資源の活⽤（室生大野20景、伊勢表街道のまちなみ、室生埋蔵文化財整理収蔵センター等）
○標識等の整備（国道、やまなみロードの標識、インバウンド観光対応のための外国語表記看板）
○アピールやイベントの強化（「⼥人高野」、室生山上公園、市内の他の観光スポットとの連携）

空き家・空き店舗対策 ○空き家情報バンクの活⽤ ○新たな事業の検討
財源⾒通しと整備⼿法 ○国・県の新たな施策を活⽤し、より有効な制度での早期実現を目指す
その他 ○上位計画との整合の必要性 ○新たな人材発掘や宣伝⼿法の取り⼊れ

○ハード面の整備（アクセス道路、県東部の拠点となる整備）

【今後のあり方】：関係各部署が連携し、地域住民の思いや考えも取り入れた基本構想を策定（拠点地区：室生寺門前および室生口大野駅周辺地区）

【平成24年 室生口大野駅前広場整備検討事前準備会の発⾜の背景】
● 室生口大野駅前は、かつては鉄道と路線バスが接続され、室生地域のバス路線網の起終点としての役割を果たし、駅周辺が賑わった。また室生寺に至る
玄関口でもあり、⾏楽シーズンには多くの観光客に利⽤されてきた。

● 現在、路線バスは奈良交通室生寺線のみの運⾏となり、室生口大野駅をめぐる交通環境が大きく様変わりした。
● 室生口大野駅の一⽇あたりの乗客は、昭和55年度には約1,800人であったが、平成24年度では約600人に減少。
● 平成16年に「むろうアートアルカディア計画」の一環で、バリアフリー対策として駅前スロープが整備された。春には桜の眺望スポットとなるが、広場の面的広が
りを制限している。

● 駅前の商業施設は遊休化が目⽴つ。
● 地域の顔である駅前を活⼒あるものに再生することが、地域の課題であり、地域住⺠の願いとなっている。

7

本編２．対象地区の歴史

２－２．室生口大野駅周辺地区まちづくりの経緯

 平成24年 室生口大野駅前広場整備検討事前準備会の発⾜
 平成25年 室生口大野駅前広場整備検討事前準備に係る提案書の提出
 平成26年 宇陀市室生口大野駅周辺等活性化検討会議の発⾜
 平成27年 まちづくりに関する包括協定の締結
 平成28年 宇陀市室生口大野駅周辺等活性化検討会議報告書の提出



【
課
題
】

（１）観光者数の推移

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－１．観光面からの課題

〇室生地区には室生寺や近傍の山上公園の他、東海自然歩道や大師の道、龍穴神社などの資源を有する。

○室生寺の参詣者数は、統計をとり始めた昭和52年度には45万人であったが、平成26年度には約１／３（13.7万人）まで
減少。また、山上公園の利用者も平成20年度をピークに減少傾向に転じ、平成23年以降はほぼ横ばい（約6～7千人）。

〇月別にみると、シャクナゲが見頃の4～5月、紅葉まつり・ライトアップイベントが開催される11月に室生寺や山上公園に
多くの人が訪れているが、その他の期間は相対的に少ない。

〇インターネットによる室生寺の目的地検索数では、長谷寺(桜井市)と比較して大きな差は見られないものの、来訪者数に差が
見られる。情報発信や長谷寺との連携に係る取組（観光シーズン（GW、10-11月）におけるシャトルバスの運行や奈良大
和四寺巡礼によるテーマ性を持たせた回遊促進など）を既に実施しているものの、それらが安定した来訪者の呼び込みに
至っていないと考えられる。（平成25年の長谷寺観光者数は262千人と室生寺の約1.6倍 [出典：長谷寺門前町周辺地区まちづくり基本構想（H28.3）]）

• 室生寺及び山上公園では、閑散期における集客の底上げに向けた仕掛けが十分とはいえない

• 観光誘客や周遊観光に繋げるための広域的かつ効果的な情報発信・PRが十分とはいえない（地区の魅力に対する積極的な情報発信・PRの不足）

出典）宇陀市定例会議事録（S52～H12年度）、 宇陀市資料（H19以降） 注）5年間平均はH23～H27年の平均にて集計

【奈良県内における目的地検索数 上位20施設等（平成27年平日）】

出典）
RESAS
（地域経済分析システム）
観光マップ-目的地分析
（株式会社ナビタイムジャ
パン経路検索条件データ）

順位 名称 回数
1 東大寺 7,394
2 奈良公園 6,271
3 法隆寺 3,432
4 大台ヶ原 2,832
5 曽爾高原 2,536
6 春日大社 2,258
7 谷瀬の吊り橋 2,226
8 長谷寺 2,157
9 大神神社 2,112
10 大和高原カントリークラブ 2,049
11 道の駅 針T・R・S 1,987
12 室生寺 1,876
13 薬師寺 1,784
14 山鳩湯 1,695
15 イオンモール橿原 1,629
16 奈良健康ランド 1,471
17 奈良若草カントリー倶楽部 1,412
18 洞川温泉 1,333
19 木津川カントリー倶楽部 1,292
20 橿原ロイヤルホテル 1,275

順位 名称 回数
1 東大寺 1,028
2 奈良公園 847
3 春日大社 552
4 法隆寺 381
5 イオンモール橿原 349
6 大神神社 316
7 イオンモール大和郡山 312
8 奈良国立博物館 290
9 薬師寺 253
10 唐招提寺 207
11 興福寺 205
12 なら100年会館 191
13 奈良ホテル 180
14 長谷寺 144
15 室生寺 138
16 ホテル日航奈良 135
17 大台ヶ原 128
18 曽爾高原 122
19 橿原神宮 117
20 奈良市鴻ノ池陸上競技場 111

交通手段：自動車 交通手段：公共交通

※■は国宝寺を示す

【室生寺：参詣者数の推移】
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【室生寺：月別参詣者数（5年間平均） 】

前年(H10）に巨木
が五重塔直撃

各種ﾒﾃﾞｨｱに取り上げられる

JR東海CM放映

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工CM放映

平城遷都1300年祭

統計開始
（過去最高）

ｼｬｸﾅｹﾞ
見頃時期

紅葉まつり・ﾗｲﾄ
ｱｯﾌﾟｲﾍﾞﾝﾄ開催

約1/3に
減少

PR・ｲﾍﾞﾝﾄ効果

閑散期
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【山上公園：利用者の推移】

【山上公園：月別利用者数（5年間平均) 】

ﾒﾝﾃﾅﾝｽのため
休園(1～2月)

減少

ほぼ横ばい

閑散期

山上公園
6.7千人/年

室生寺
13.7万人/年

※H26年度値

（年度）

来訪者数に格差

8

室生寺へ
の参詣客
増の影響

【室生寺と長谷寺の連携に係る取組】

出典）奈良大和四寺巡礼HP 出典）奈良交通HP



【
課
題
】

（２）イベント実施状況

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－１．観光面からの課題

〇室生寺では、１年間の２／３の月において主な行事が催されており、その中でも10～11月の紅葉まつり・ライトアップイ
ベントでは多くの参詣客が訪れている。古来から女性が立ち入れなかった高野山に対し、女性の参詣が許されていたことか
ら、「女人高野」にちなんだイベントも実施されているが、平成25年度に開催された女性限定のピラティス体験教室程度で
あるなど、企画された回数も少なく、また、継続的な実施には至っていない。

• 集客の維持に向けたイベントの新たな企画や、継続的、または年間を通した開催が行なえていない

• 集客力の向上のための、女性観光客をターゲットとした商品開発や仕掛けが十分とはいえない 9

【室生寺の年間行事一覧（平成28年）】
初祈祷

■時間：午後1時

■場所：護摩堂

金堂諸仏　国宝　釈迦如来像・十一面観音像　特別拝観

■拝観時間：午前9時～午後3時まで

・特別拝観料（400円）（特製記念品授与）　※入山料別途要

籾供養

■拝観時間：午前10時～

■場所：奥ノ院

弘法大師正御影供

■場所：本堂（灌頂堂）及び奥ノ院

秘宝展（室生寺文化財保全事業）

■拝観時間：午前9時～午後4時まで

■場所：慶雲殿

協力金（300円）　　※入山料別途要要

青葉祭

■拝観時間：午後2時～

■場所：奥ノ院

曝凉展

■拝観時間：9時～15時

■場所：慶雲殿

協力金（拝観料）300円　お抹茶付　　※入山料別途要

金堂諸仏特別拝観

■拝観時間：9時～15時

■場所：金堂

特別拝観料　400円（特製記念品授与）　入山料別途要

国宝五重塔と紅葉ライトアップ

■拝観時間：17時～20時　　※入山締切は１９時３０分

入山料　大人500円　小人300円

八月

十月

十一月

一月

三月

五月

六月

10月15日～
12月4日

紅葉まつり

四月

11月12日～
11月27日

6月15日

8月6日
8月7日
の2日間

10月22日～
11月27日

4月21日

5月14日～
5月29日

1月6日

3月12日～
4月17日

4月6日

資料）室生寺ホームページより



【
課
題
】

（３）観光客の受入基盤を担う商店街の営業状況

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－１．観光面からの課題

〇室生寺周辺の商店街23件のうち、廃業届を提出している店舗が４件あり、期間限定や休業、旅館のみ営業していない店舗も
含めると９件（約４割）も存在する。

〇室生寺の参詣客の減少（ｐ8）や来訪を支援する魅力あるイベントの不足（ｐ9）の他、名阪国道から室生寺へ向かう観光バ
スは、やまなみロードを経由して室生寺の東側駐車場に駐車して参詣する流れが主流であるため、人の流れが少ない室生寺
より西側において、廃業または規模縮小の店舗が多くみられている。

• 来訪者の動線の偏り等に起因する、商店街の賑わいの低下

10

【室生寺周辺の店舗営業状況】

室生寺

廃業
１件

規模縮小
２件

廃業
３件

太
鼓
橋28

規模縮小
２件

観光バスに
よる移動徒歩に

よる移動

駐車場 規模縮小
１件駐車場

店舗
営業
有無

営業店舗、営業日（状況） 店舗
営業
有無

営業店舗、営業日（状況）

旅館・民宿Ａ △
山菜のお菓子の加工のみ
（旅館は営業していない）

商店Ｈ × 廃業届提出済

旅館・民宿Ｂ ○ 団体のみ受入れ（300人） 商店Ｉ ○ 常時営業

旅館・民宿Ｃ ○ 宿泊、昼食（7室25人） 商店Ｊ ○ 常時営業（土産、草餅など）

旅館・民宿Ｄ ○
昼食、旅館（1日1組、5人ま
で）

商店Ｋ △ 休業中

旅館・民宿Ｅ ○ 常時営業 飲食店Ａ ○ 軽食（44席、40畳）バス1台分

商店Ａ ○ 山野草、土産物 飲食店Ｂ × 廃業届提出済

商店Ｂ × 駐車場のみ営業 飲食店Ｃ × 廃業届提出済

商店Ｃ △
春・秋のみ営業、通い営業、
店舗貸し

飲食店Ｄ ○ 喫茶のみ営業

商店Ｄ ○ 常時営業 飲食店Ｅ ○ 常時営業

商店Ｅ ○ 常時営業 飲食店Ｆ △
春・秋のみ営業、（橿原市から
通い営業）

商店Ｆ △
旅館は営業無し、回転焼き、
軽食のみ営業

飲食店Ｇ ○ 常時営業

商店Ｇ ○ 土産物、食料品のみ営業

飲食店F
商店K

商店B
飲食店B,C

商店H

商店C,F

旅館・民宿A

廃業または規模縮小
の店舗が多い

※室生自治会ヒアリング（H28.9.15）より

営業店舗

東側：3件西側：11件



針IC

小倉IC

至

天
理

至 亀山

至

桜
井

至

伊
賀

宇陀市

名張市

奈良市

山添村

25

369

369

369

165

165

室生寺

室生口
交差点 (やまなみロード

交差点)

NN やまなみロード・県道双
方ともに案内無し

「室生寺」の記載あり

ピクト入りで目立ちや
すい案内標識

【
課
題
】

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－２．交通面からの課題

（１）来訪交通への案内
〇室生地区への広域アクセスルートは、名阪国道と国道165号が主であり、名阪国道からは小倉ICからやまなみロード（奥宇

陀広域農道）を経由、針ICからは国道369号及び県道28号を経由するルートが一般的。

〇これらの広域アクセスルートにおいても「室生」への案内があり、近傍では「室生寺」への案内が充実している。

○名阪国道には道路案内標識以外の案内看板として「長谷寺」の看板が設置さているものの、「室生寺」の案内看板は無い。

11• 広域アクセスルートからの来訪交通誘導のための案内が十分とはいえない

針IC

室生口交差点

小倉IC

やまなみロード交差点

いずれの案内板にも
「室生寺」の記載あり

いずれの案内板も
「室生」の記載はあ
るものの表記が小さ
く「室生寺」の記載
は無い

一般道側では「室生」の記載はあるが「室生寺」の記載は無く、本線に
は「室生」の記載すら存在しない

いずれの案内板にも「室生寺」の記載があり、ピクト入りで目立ちやすい
ものもあり

名阪国道

名阪国道に「長谷
寺」の看板は設置さ
れているものの、
「室生寺」の看板は
無い



【
課
題
】
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３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－２．交通面からの課題

（２）路線バス

12

出典）奈良交通HP

• バス利用者へのおもてなし機能（バス停の機能やフリー乗車区間の周知）が十分とはいえない

〇室生寺への路線バスは、近鉄室生口大野駅と室生寺を結ぶ「室生線」（奈良交通）の１系統のみ。

○「室生線」は平日は１日７往復、休日では１便増加され一日８往復の運行であり、基本的に１時間に１便となっているが、
昼12時を挟む時間帯では最長１時間４０分の待ち時間が生じる。

〇室生寺の最寄りバス停である「室生寺」バス停は、日差しや雨をしのぐことができる屋根が無いほか、座って待つためのベ
ンチも無い。

○室生寺は内陸の山間部に位置しており、最高気温は奈良市と比べ約１～２℃低く、最低気温は約３～４℃低めであり、さら
に年間降水量は奈良市の約1.5倍となっているなど、気象条件が厳しい。

○東海自然歩道周辺はフリー乗車区間となっており、どこでも乗車できるメリットがあるが初来訪者にとってはわかりにくい。

夏日以上

氷点下

出典）気象庁HP（2015年）

室生：約2,200㎜/年
奈良：約1,500㎜/年

7月は2倍以上

屋根・ベンチともに
未設置なバス停
夏期の炎天下や冬
期の極寒時、雨天
時も立ち並んでバ
スを待つ必要あり

夏暑く冬は
寒さが特に厳しい

【バスの運行状況：室生線】 【「室生寺」バス停の状況】
発車分

室生口大野駅発 室生寺発

平日 7

8

9 20 50

10 20 50

11 20 50

12

13 00 30

14 00 30

15 00 30

16 00 30

17

18

休日 7

8 20 50

9 20 50

10 20 50

11 20 50

12

13 00 30

14 00 30

15 00 30

16 00 30

17

18

時間帯平休区分

【月別最高・最低気温】

【月別降水量】

奈良市
の約1.5倍

【フリー乗車区間の案内】

最
大
１
時
間
４
０
分
の
待
ち
時
間



• 室生寺から山上公園への誘導をスムーズに行うための案内が十分とはいえない

• 室生寺から山上公園のアクセスを強化するための移動手段が徒歩や自家用車に限られる

• 室生寺から山上公園への来訪を誘発する仕組みが構築されていない

〇室生寺から山上公園へは、地区内の生活道路を利用するのが最短ルートであるが、急勾配箇所も多数存在するほか、幅員が
狭いため自家用車での移動はすれ違いの困難さや安全面からも問題。

〇室生門前の県道28号には山上公園への案内看板が設置されているが、山上公園がどのようなものなのか示されていない、ま
たは示されていても、看板と一体性が無い他、道中には案内がほとんど存在しないため、あとどのくらいの距離なのか、ど
のくらい時間がかかるのか不明。

○室生寺と山上公園の来訪者数に大きな格差があり（ｐ8参照）、両施設間の行き来が少ないことが窺える他、歩行者が主に通
行する東海自然歩道（室生寺－山上公園間）は、住宅地を抜けていくため、来訪者にとって魅力度が十分とは言えない。

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－２．交通面からの課題

（３）室生寺－山上公園のアクセス

13

全長/約2.0km 高低差/約90m 所要時間/約20分※
（室生寺～山上公園：上り坂）

全長/約1.0km 高低差/約90m 所要時間/約10分※
（室生寺～山上公園：上り坂）

西光寺
経路（案）1

経路（案）2

特に急勾配な区間

【
課
題
】

室生寺

山上
公園

県道に看板があるが、山上公
園がどのようなものなのかわ
かる看板と一体となっていない

道中の案内が少ないほか、
あってもわかりにくい

現地撮影

※所用時間は電動アシスト付き
レンタサイクルによる参考値

県道に看板があるが、山上公
園がどのようなものなのかわ
かる内容ではない

山上公園について

【背景・目的】
○平成9年に過疎対策として「むろうアートアル

カディア計画」を策定。地元出身の彫刻家/井上
武吉氏の「森の回廊計画」を基に、公共事業と
芸術の融合を目的として山上公園の整備を検討。

○奈良県も地すべり対策の跡地を利用した公園整
備を図るために、平成10年度に「わが町の斜面
地整備構成プラン」を策定し、地すべりの視点
と地域振興の視点から公園利用について検討。
平成18年6月に供用開始。

【コンセプト】
○地すべり対策後の跡地を有効活用した、生活基

盤と文化基盤の実現をコンセプトとし、地元住
民の「心の活性化」「地域の活性化」や「人間
らしく生きることのできる環境づくり」を目指
す。

○また、公共事業とアートを融合させたモデル事
例として、広く国内外にＰＲし、観光や地域活
性化への波及効果を目指す。

室生地域文化伝習展示施設
「あさぎりホール」

弘法の井⼾

幅員＝約3.1m

幅員＝約3.0m



【
課
題
】

（４） 室生寺－室生口大野駅のアクセス

• トイレ、休憩スペースに関する案内が十分とはいえない

• 自転車による来訪者のための駐輪スペースが整備されていない

• 東海自然歩道に係る情報発信が十分とはいえない
14

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－２．交通面からの課題

あさぎりホール

室生口
大野駅 大野寺

室生寺

室生もみじ公園

山上公園

約5km
トイレ・ベンチ等の休憩機能がない

外観
室生口大野駅
トイレ

⾃動販売機

施設棟

大野寺前 トイレ

約6km
トイレ・ベンチ等の休憩機能がない

駅前
広場

〇大野寺－室生寺門前（または山上公園）間には起終点付近以外には、トイレやベンチなどが無く、ハイカーやサイクリスト
のための休憩機能が十分とはいえない。11月に実施した東海自然歩道のハイカーを対象としたアンケート調査においても、
トイレや休憩スペースに対する要望が上位を占める結果となった他、案内マップに対する要望も高い結果となった。なお、
同アンケートの自由意見では足場が危険な区間があり、注意喚起が必要との声もみられる。

〇自転車により室生寺周辺に来訪した方が駐輪に不自由しているという声もみられる。

アンケート実施状況
H28/11/12（⼟）

【ハイカーアンケート】～問 東海自然歩道にあれば良いと思った施設～

室生地域事務所でレンタサイクルを借りて室生へ来た人
が置き場がなくうろうろしていることがあります。
私の店の前でいつも「ここへ置いとかはったら」と自転
車を置かせてあげてますが、それでも苦労しています。

【室生自治会長のご意見より】

※第１回室生寺門前および室生口大野駅周辺地区まちづくり検討協議会（H28.10.26）より

1.2%

2.4%

16.9% 51.8% 1.2% 16.9%

4.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日休日

凡例

東海自然歩道にあれば良いと思った施設は、「トイレ」が51.8％（43人）
と最も多く、次いで「散策コース等の案内マップ」と「休憩スペース」が
16.9％（14人）となった。

管理
事務所

売店
休憩

ｽﾍﾟｰｽ
トイレ

土産
物屋

散策ｺｰｽ
等の案内

ﾏｯﾌﾟ

ﾌﾘｰ
wi‐fi その他

（n＝83）

【ハイカーアンケート】～問 東海自然歩道に来訪して感じた「気がついた
点」（自由意見）～

足元が悪いので滑らないようにしてほしい、コケで滑りやすかった
ぬかるみが多い、石で滑った など
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〇室生寺門前では、商店街の廃業が顕在化する他、７軒の空き家が存在している。現在、室生寺門前地区における高齢化率は
年々増加傾向にあり、宇陀市や室生地域と比べても非常に高いことから、更に空き家件数が増加していくことが懸念される。

〇なお、元空き家に対し、３軒は地域外の方の別荘として、１軒は移住者が居住するなど、空き家を活用する動きは見られる。

空き家 7件

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－３．生活面からの課題

【
課
題
】

（１）-1 生活関連施設（室生寺門前）

• 室生寺門前での高齢化の進展・人口減少に起因する空き家の増加に伴う、地区の活力衰退
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室生寺

室生山上公園

室生駐在所

室生郵便局

卍

龍⽳神社弘法の井⼾

室生生活改善センター

室生公園・あさぎりの⾥
あさぎりホール・むろう地すべり⾒楽館

県道28号

やまなみロード

東海自然歩道

大師の道

室生⾚目⻘山
国定公園空き家 出典）室生⾃治会ヒアリング結果

別荘として利⽤

別荘として利⽤

別荘として利⽤

移住者が居住

室生寺門前地区では、高齢化率

の進展が進んでおり、宇陀市全体

と比べると大幅に高く、人口も減

少傾向が進んでいる。

出典）国勢調査
※人口集計は室生寺門前が含まれる小地域を対象

室生寺門前の商店街の様子

室生（室生寺門前）人口

室生寺山上公園

室生地域事務所

室生⾚目⻘山国定公園

室生口大野駅



〇室生口大野駅前南側には住宅が広がる。周辺には室生地域事務所、室生振興センター、室生埋蔵文化財整理収蔵センターをはじめ
とする公共施設が立地するが、室生地域事務所では未利用空間が見られ、室生振興センターでは利用者数、利用件数ともに減少傾
向にある。また、室生埋蔵文化財整理収蔵センターで開催されるイベントは、毎回50人程度の参加者があるものの、グラウンド
を利用したイベントや常設展示などによる既存ストックの有効活用や年間を通じた施設の活用には至っていない。

〇室生口大野駅以南では、12軒の空き家が存在するが、室生大野では近年人口減少の伸び率が加速しており、今後さらに空き家が
増加することが懸念される他、高齢化が進展する中で、駅周辺の福祉施設が1件のみと高齢者への対応が十分とはいえない。
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空き家 12件

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－３．生活面からの課題

【
課
題
】

（１）-2 生活関連施設（室生口大野駅周辺）

• 地域事務所の未利用空間、振興センターの利用者の低迷、室生埋蔵文化財整理収蔵センターの有効活用等、公共施設が

効果的に活用されていない

• 室生口大野駅周辺での人口減少に起因する空き家増加に伴う、地区の活力衰退
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室生寺山上公園

室生地域事務所

室生⾚目⻘山国定公園

室生口大野駅
室生口
大野駅

室生中学校 室生小学校

室生地域事務所

弥勒磨崖仏

宇陀市室生振興センター
海神社

大野簡易郵便局

グループホーム愛
（福祉施設）

JAならけん
室生支店

北山⻭科診療所

大野寺 室生埋蔵文化財
整理収蔵センター
(旧室生高校)

うだ夢創の⾥
(旧室生保育所)

宇陀消防署北分署

カフェＭｓ井岡

福井療院

杉浦⻭科

空き家 出典）宇陀市資料

出典）国勢調査※人口集計は室生寺門前が含まれる小地域を対象

【室生大野の人口推移】

室生口大野駅周辺では、人口減少の進行

スピードが宇陀市全体より早い。
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出典）宇陀市資料（施設調査票）

利用者数、利用件数ともに減少

【振興センターの利用者数、利用件数の推移】

【室生埋蔵文化財整理収蔵センター】

出典）奈良新聞（2014.4.3）

• 宇陀文化財講座開催（平成
28年度は年3回を予定）

• 講演情報は奈良県⽴橿原考
古学研究所HPや県HP、広報
うだ等で紹介

• 講演会は毎回50名程度が参
加



〇室生口大野駅は無人駅であり、駅前広場には簡易な観光案内所や公衆トイレ等が立地しているものの、各種施設が点在して
おり、案内看板等もないため、利用者にとってわかりにくく、室生らしさを感じる施設が少ない。また、駅前で休憩できる
喫茶店は１件のみであり、日常の買い物ができる小売店が存在しない。

○公衆トイレはスロープに遮られ死角となっており、わかりにくいものの、清掃が行き届き清潔に保たれている。但し、利用
者の多いハイカーの荷物置き場等は設けられていない。（※現在、応急的に公衆トイレ前にベンチ設置中）

○当初、室生口大野駅へのアプローチは階段のみであったことから、移動制約者への対応として平成16年に駅前にスロープが
整備（ｐ7参照）された。但し、駅前広場から改札までのアプローチが長く、高低差も約5.8mある。また、移動制約者に配
慮したエレベーターは設置されていない。

【
課
題
】

（２）地域の玄関口（室生口大野駅周辺）

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

• 駅前における来訪者の利便性が確保されていない

• 来訪者が室生らしさを感じる要素が充足していない

• 移動制約者への対応が十分とはいえない
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【室生口大野駅の整備状況】

出典）近畿日本鉄道HP

簡易な観光案内所

公衆トイレ

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ（室生地域事務所）

移動距離が長く、
高低差があるｽﾛｰﾌﾟ

スロープ

室生口大野駅

駐在所

バスの待合所

【室生口大野駅周辺の各種施設等】

改札～ホーム入口間
はエレベータ未設置

駅のホームへは
階段のみ

駅前にある
唯一の飲食店

３－３．生活面からの課題



＜室生地区 全体＞＞＜室生寺門前 全体＞＞

３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－４．まちづくりの課題図

＜室生寺門前＞

室生郵便局

室生公園・あさぎりの⾥
あさぎりホール・
むろう地すべり⾒楽館

龍⽳神社
山上公園

室生寺

■バス利⽤者へのおもてなし
機能（バス停の機能や
フリー乗⾞区間の周知）が
十分とはいえない

■室生寺門前での高齢化の進
展・人口減少に起因する空
き家の増加に伴う、地区の
活⼒衰退

■広域アクセスルートからの来訪
交通誘導のための案内が十分
とはいえない

■閑散期における集客の底
上げに向けた仕掛けが十分
とはいえない

■観光誘客に繋げるための
広域的かつ効果的な情報
発信・PRが十分とはいえな
い（地区の魅⼒に対する積
極的な情報発信・PRの不
⾜）

■集客⼒の向上のための、
⼥性観光客をターゲットとし
た商品開発や仕掛けが十
分とはいえない

■来訪者の動線の偏り等に
起因する、商店街の賑わい
の低下

■⾃転⾞による来訪者のた
めの駐輪スペースが整備さ
れていない

交通面からの課題観光面からの課題 生活面からの課題

■集客の維持に向けたイベン
トの新たな企画や、継続的、
または年間を通した開催が
⾏なえていない

室生駐在所
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林道区間

■室生寺から山上公園への
誘導をスムーズに⾏うための
案内が十分とはいえない

■室生寺から山上公園のアクセ
スを強化するための移動⼿段
が徒歩や⾃家⽤⾞に限られる

■室生寺から山上公園への
来訪を誘発する仕組みが
構築されていない

■東海⾃然歩道に係る情報発
信が十分とはいえない

■トイレ、休憩スペースに関
する案内が十分とはいえな
い

■閑散期における集客の底
上げに向けた仕掛けが十分
とはいえない

■観光誘客に繋げるための
広域的かつ効果的な情報
発信・PRが十分とはいえな
い（地区の魅⼒に対する積
極的な情報発信・PRの不
⾜）



室生小学校

弥勒磨崖仏

海神社

グループホーム愛

JAならけん
室生支店

福井療院

杉浦⻭科

室生中学校
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３．室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の現状と課題

３－４．まちづくりの課題図

＜室生口大野駅周辺＞

■駅前における来訪者の利
便性が確保されていない

交通面からの課題観光面からの課題 生活面からの課題

＜室生口大野駅周辺全体＞

＞■室生口大野駅周辺での人口減少下に起因する空
き家増加に伴う、地区の活
⼒衰退

■地域事務所の未利⽤空
間、振興センターの利⽤者
の低迷、室生埋蔵文化財
整理収蔵センターの有効活
⽤等、公共施設が効果的
に活⽤されていない。

振興センター

室生地域
事務所

カフェＭｓ井岡

大野簡易郵便局

■移動制約者への対応が十
分とはいえない

■来訪者が室生らしさを感じ
る要素が充⾜していない

■トイレ、休憩スペースに関す
る案内が十分とはいえない

＜室生地区 全体＞＞
■広域アクセスルートからの来訪
交通誘導のための案内が十分
とはいえない

■東海⾃然歩道に係る情報発
信が十分とはいえない

室生埋蔵文化財
整理収蔵センター
(旧室生高校)

大野寺



＜室生寺門前および室生口大野駅周辺地区の構造＞

県道28号

やまなみロード

東海自然歩道

国道165号

対象地区

室生寺

龍⽳神社
山上公園

室生口大野駅

地域事務所
振興センター

大野寺

連携した取組による
相乗効果の発現

４．まちづくりのコンセプトと基本方針

４－１．コンセプト

＜室生寺門前および室生口大野駅周辺地区まちづくりコンセプト＞
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⼥⼈⾼野の郷 室生
おもてなしによる

観光と交流のまちづくり

室生口大野駅周辺に
おける観光案内機能の向上

室生寺の魅力発信と
室生寺門前の魅力向上

観光と交流による２つの拠点の活性化

観光客増加

地元住民の生活の向上

＜コンセプトの趣旨＞

• 室生門前および室生口大野駅周辺地区のまちづく
りは、地域の課題に応じた「室生寺の魅力発信と
室生寺門前の魅力向上」、「室生口大野駅周辺に
おける観光案内機能の向上」に資する多様な取組
を相互に連携、調整しながら地元住民が主体と
なって展開する。

• 室生寺門前では特に女性をターゲットとした取組
による商店街の魅力向上、室生口大野駅では公共
交通での来訪を促進し、観光客の増加を促すとと
もに、互いの相乗効果により、観光と交流による
２つの拠点の活性化を目指す。

• そして、その効果は地元住民の生活の向上へ波及
していくことをねらいとして、コンセプトを設定
した。



21

４．まちづくりのコンセプトと基本方針

４－２．まちづくりの方針

３．観光との相乗効果による
地区の活⼒向上

 週末移住やセカンドライフを対
象とした移住促進

 公共施設の有効活用
 駅前における交流施設の整備

２．公共交通を中心とした
移動環境の向上

 来訪者を支援する案内の強化
 室生口大野駅から室生寺までの移
動環境の充実

 室生寺門前－山上公園のアクセス
の向上

１．観光ポテンシャルを
活かした魅⼒向上

 室生地区のブランディング
 賑わいの創出
 おもてなし空間の整備
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＜まちづくりの施策方針＞＜施策の方向性＞
[観光の振興]

[交通の充実]

[生活の充実]

 来訪者を呼び込むための地
区の魅⼒の向上及び情報発
信の強化

 室生地区の観光中心地であ
る門前の機能充実及び活⼒
の向上

 円滑な移動を支援する情報
機能の強化

 来訪者が快適に訪れる事が
できる環境づくり

 地区の活⼒を維持するため
の移住者受入環境の強化

 既存ストックの有効活用に
よる地元住⺠の交流機会の
創出

【観光面】

【交通面】

【生活面】

[観光者数]
◇室生寺及び山上公園では、閑散
期における集客の底上げに向け
た仕掛けが十分とはいえない

◇観光誘客に繋げるための広域的
かつ効果的な情報発信・PRが十
分とはいえない（地区の魅⼒に
対する積極的な情報発信・PRの
不⾜）

＜課題＞

 室生寺－山上公園の移動を
促す取組の強化

 室生らしさを体感できる来
訪者と地元住⺠の交流環境
の構築

[イベント]
◇集客の維持に向けたイベントの
新たな企画や、継続的、または
年間を通した開催が⾏えていな
い

◇集客⼒の向上のための、⼥性観
光客をターゲットとした商品開
発や仕掛けが十分とはいえない

[受入基盤]
◇来訪者の動線の偏り等に起因す
る、商店街の賑わいの低下

[地域の玄関口]
◇駅前における来訪者の利便性が確保されていない
◇来訪者が室生らしさを感じる要素が充⾜していない
◇移動制約者への対応が十分とはいえない

[来訪交通への案内]
◇広域アクセスルートからの来訪
交通誘導のための案内が十分と
はいえない

[路線バス]
◇バス利用者へのおもてなし機能
（バス停の機能やフリー乗⾞区
間の周知）が十分とはいえない

[室生寺－山上公園のアクセス]
◇室生寺から山上公園への誘導を
スムーズに⾏うための案内が十
分とはいえない

◇室生寺〜山上公園のアクセスを
強化するための移動手段が徒歩
や⾃家用⾞に限られる

◇室生寺から山上公園への来訪を
誘発する仕組みが構築されてい
ない

[２拠点間の状況]
◇トイレ、休憩スペースに関する
案内が十分とはいえない

◇⾃転⾞による来訪者のための駐
輪スペースが整備されていない

◇東海⾃然歩道の維持管理が十分
とはいえない

[室生寺門前]
◇室生寺門前での高齢化の進
展・人口減少に起因する空
き家の増加に伴う、地区の
活⼒衰退

[室生口大野駅周辺]
◇地域事務所の未利用空間、振興セン
ターの利用者の低迷、室生埋蔵⽂化財
整理収蔵センターの有効活用等、公共
施設が効果的に活用されていない。

◇室生口大野駅周辺での人口減少に起
因する空き家増加に伴う、地区の活⼒
衰退
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４．まちづくりのコンセプトと基本方針

４－３．まちづくりの施策体系

施策方針 取組施策 取組方針
１．観光ポテンシャルを活
かした魅⼒向上

(1)室生地区のブランディング ①⼥人高野 室生寺とその門前及び山上公園の魅⼒の
発信・ＰＲ

②地元産品を⽤いた商品開発
(2)賑わいの創出 ①イベントの開催による集客⼒の強化

②周辺資源と連携した周遊観光⽀援
（歩⾏者動線の検討等）

(3)おもてなし空間の整備 ①空き店舗利⽤者の誘致等による商店街の活性化と
景観環境整備

②河川空間の活⽤に適した景観環境整備
２．公共交通を中心とし
た移動環境の向上

(1)来訪者を⽀援する案内の強化 ①広域交通に対する誘導
②来訪者や地元住⺠のニーズ及び景観に配慮した
わかりやすい情報案内の提供

(2)室生口大野駅から室生寺までの移動環境の充
実

①バス停の利⽤環境の改善
②サイクリストやハイカーへの移動しやすい環境整備
（※室生口大野駅のバリアフリー対策は要検討）

(3)室生寺門前－山上公園のアクセスの向上 ①山上公園へのアクセス強化

３．観光との相乗効果に
よる地区の活⼒向上

(1)駅前における交流施設の整備 ①⾏政サービス（地域事務所の移転）や観光案内所等
の機能を有する複合施設の整備
②観光客と地元住⺠との交流の場の創出

(2)公共施設の有効活⽤ ①地域事務所、振興センター、室生埋蔵文化財整理収蔵
センターの福祉の充実に向けた有効活⽤の検討

(3)週末移住やセカンドライフを対象とした移住促進 ①移住者の誘致による定住の促進

〇「観光ポテンシャルを活かした魅力向上」「公共交通を中心とした移動環境の向上」「観光との相乗効果による地区の活力向
上」を３本柱とする施策体系により、室生寺門前および室生口大野駅周辺地区のまちづくりを進める。

〇取組方針の実現にあたっては、地元住民が主体となり、行政（市・県）・民間企業とが連携、協働し、それぞれの役割を明確
にして、まちづくりを進める。
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＜室生寺門前 全体＞

室生郵便局

室生公園・あさぎりの⾥
あさぎりホール・
むろう地すべり⾒楽館

龍⽳神社

室生駐在所
山上公園

23

４．まちづくりのコンセプトと基本方針

４－４．まちづくり構想図

1-(1)室生地区のブランディング
①イベントの開催による集客⼒の強化
②周辺資源と連携した周遊観光支援（歩⾏者動線の検討等）

1-(2)賑わいの創出

①空き店舗利⽤者の誘致等による
商店街の活性化と景観環境整備

1-(3) おもてなし空間の整備

①バス停の利⽤環境の改善

2-(2)室生口大野駅から室生寺
までの移動環境の充実

3-(3)週末移住やセカンドライフを対象とした移住促進

２．公共交通を中心とした移動環境の向上１．観光ポテンシャルを活かした魅力向上 ３．観光との相乗効果による地区の活力向上

＜室生寺門前＞

2-(3)室生寺門前－山上公園
のアクセスの向上

①山上公園へのアクセス強化

②サイクリストやハイカーへの移動しやすい環境整備

バス停

2-(2)室生口大野駅から室生寺までの移動環境の充実

①イベントの開催による集
客⼒の強化

1-(2)賑わいの創出

室生寺

①⼥⼈高野 室生寺とその門前及び山上公園の魅⼒の発信・ＰＲ
②地元産品を⽤いた商品開発

②河川空間の活⽤に適した景観環
境整備

1-(3) おもてなし空間の整備

①移住者の誘致による定住の促進



＜室生口大野駅周辺 全体＞

４．まちづくりのコンセプトと基本方針

４－４．まちづくり構想図

１．観光ポテンシャルを活かした魅力向上 ３．観光との相乗効果による地区の活力向上

＜室生口大野駅周辺＞

室生小学校

弥勒磨崖仏

海神社大野簡易郵便局

グループホーム愛

JAならけん
室生支店

大野寺

カフェＭｓ井岡

福井療院

杉浦⻭科

室生中学校

3-(3)週末移住やセカンドライフを
対象とした移住促進

①移住者の誘致による定住の促進

3-(2)公共施設の有効活⽤
①地域事務所、振興センター、室生埋蔵文化
財整理収蔵センターの福祉の充実に向けた
有効活⽤の検討

①⾏政サービス（地域事務所の移転）や観光案内所等の
機能を有する複合施設の整備

②観光客と地元住⺠との交流の場の創出

3-(1) 駅前における交流施設の整備
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振興センター

室生地域
事務所

2-(1)来訪者を支援する案内の強化
①広域交通に対する誘導

２．公共交通を中心とした移動環境の向上

室生埋蔵文化財
整理収蔵センター
(旧室生高校)



４．まちづくりのコンセプトと基本方針

４－４．まちづくり構想図

１．観光ポテンシャルを活かした魅力向上 ３．観光との相乗効果による地区の活力向上

＜室生寺門前－室生口大野駅周辺間＞
２．公共交通を中心とした移動環境の向上

山上公園
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②来訪者や地元住⺠のニーズ及び景観に配
慮したわかりやすい情報案内の提供

2-(1)来訪者を支援する案内の強化

室生口
大野駅

室生地域事務所

1-(1)室生地区のブランディング

大野寺

①⼥⼈高野 室生寺とその門前及び山上公園の魅⼒の発信・ＰＲ

室生寺

龍⽳神社


